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本書は、ＶＦ６４シリーズ トレースバック ソフト Ｖ１．２０以上について記す。 
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１．概要 
ＶＦ６４で故障を起こしたときに、電流や電圧などのデータを自動的に記録する。これらのデータを

表示したり、保存したり、印刷したりするのはトレースバックの機能です。 
 

２．トレースバックの起動画面 
TraceBack.exe を起動すると 
右図の画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

３．トレースバックのメインメニュー 
  

ツールバー メニュー 機能 
ファイル   
 開く 既存のデータを開きます。 
 保存 現在編集中のデータを保存します。 
 終了 ＶＦ６４トレースバックソフトを終了します。 
表示   
 数字グラフ 数字グラフ画面を表示します。 
 ビットグラフ ビットグラフを表示します。 
 データ表 データ表を表示します。 
通信   
 通信設定 通信画面を開きます。 
ヘルプ   

バージョン情報   
フラグ説明 ﾋﾞｯﾄｸﾞﾗﾌのの４つのﾌﾗｸﾞの各ﾋﾞｯﾄの説明を表示します。 
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４．トレースバックデータ読み込み 
次のデータを読み込み、表示することができ

ます。 

１）ユニットの記憶している、“ＮＥＷ”ま

たは“ＯＬＤ”の故障時データ 

（ １ ） 「 通 信 」 ― ｢ 通 信 設 定 ｣ に よ

り、”Communication Form”画面が

表示されます。 

（２）”Port select”の、ＣＯＭポート番

号を選択します。 

（３）”Data select”の、“Ｎｅｗ”また

は“Ｏｌｄ”を選択します。 

“ＮＥＷ”は、最も最近発生した保護動作のデータであり、 

“Ｏｌｄ”は、“Ｎｅｗ”よりひとつ前の保護動作のデータです。 

（４）「データ読み取り」をクリックすると、ＶＦ６４からパソコンにデータが取り込まれます。 

２）すでにファイル化されているデータ。 

（１）「ファイル」―「開く」により、ファイルを指定します。 

 

取り込んだデータは、以下に示す 3通りの表示が出来ます。 

５．数字グラフ画面 
１）電圧、電流等の波形をグラフにして表示します。 

２）4項によりデータを取り込んだ後、「表示」―「数字グラフ」により、”Graph Form”が表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“Graph  Form”を閉じま

す

ﾌﾟﾘﾝﾀへ出力

します。

ﾁｬﾝﾈﾙの名前を変更で

きます。 

ﾏｰｸしたﾃﾞｰ

ﾀが表示さ

れます。 

表示ﾃﾞ ｰ ﾀを切

替えます。 

ﾄﾘｶﾞ点を表示し

ます。

保護動作時刻を表

示します。 
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３）表示データの選択 

ＶＦ６４は１２ｃｈの数字データを記憶しています。 チェックボックスをマークすることによ

りにより最大５ｃｈのデータを同時に表示できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）「Ｃｈ設定」 次の画面を開き、

チャンネルの名前を変更できます。 
a) 左側の”Ch 表示”はデフォルト

の名前を表示しています。 
b) 右側の欄に名前を入力し、○

ボ タ ン を ク リ ッ ク す る

と、”Grph Form”に表示されて

いる名前が変わります。。 
注）本設定は表示上の名前が変わ

るだけであり、表示されるデータ

や、トレースバックするデータを

設定するものではありません。 
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５）「再描画」 
複数のデータを取り込んだ後、最後に取り込んだデータを表示する時クリックします。 
あるデータを取り込み、”Graph Form”を表示している状態から、新たにデータを、ファイル、ある

いは VF64 から取り込んだ場合には、取り込んだだけでは”Graph Form”は変わりません。必ず「再

描画」をクリックしてください。 
６）“Triger Point” 

画面の左端からトリガ点の長さ（プリトリガ期間）を表示します。 
この期間は、コンソール SET64 で設定されます。 

７）”Triger Date””Triger Time”「時計選択」 
保護動作が発生した時刻を表示します。 
この表示が有効になるためには、上位コンピュータから時刻のデータが送られていることが必要で

す。その上で、“上位 CPU”を選択します。 
 

６．ビットグラフ画面 

 
  
 （１）チャンネルの選択 

ＶＦ６４は４ｃｈのビットデータを記憶しています。１ｃｈには 16bit のデータがあります。 
ラジオボタンの選択によりそれぞれのデータを表示できます。 
各チャンネル信号の内容は、「ヘルプ」―「フラグ説明」により表示されます。 

 
（２）ボタンの操作 

「閉じる」 数字グラフ画面を閉じます。 
「印刷」  印刷ダイアログを開き、プリンタ設定を行い、画面を印刷します。。 
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７．データ表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
取り込んだ１６ｃｈ×１００点のデータを表で表示します。 
“正規化値”を選択すると、データは、“Ｖ”、“％”等の単位で表示されます。 
“元データ”を選択すると、データは、ＣＰＵが演算で使用している数値をそのまま表示します。 
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 ８．通信設定 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 （１）ボートの設定 

通信ボート COM1 から COM9 までを選択できます。ディフォルトは COM1 です。 
 

（２）データの選択 
VF64 は New と Old の 2 回分のデータを持っています。どちらのデータを読み取るかこ

こで選択します。ディフォルトは New データです。 
 

 （３）メッセージ 
通信中のメッセージや、通信エラーのメッセージをここで表示します。 
 

 （４）ボタンの機能 
 「閉じる」 数字グラフ画面を閉じます。 
 「データ読取り」 トレースバック 1 回分のデータを読み込みします。 
 「Clear」 メッセージの内容をクリアします。 

 

９．英文／和文切り替え 

一度でも、Trace_v111.exeを実行するとTrace_v111.exeがあるフォルダと同じフォルダ内に、Trace.fil

というファイルが作成されます。 

この Trace.fil ファイルをメモ帳で開いて、書かれている数字を、 

１とすると日本語表示になります。 

２とすると英語表示になります。（１以外の場合は英語になります） 

― 以上 ― 
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